
本作品は、小学生世代に将来的に地域活性化の担い手になってもら
うために、観光地や特産物等の愛媛の良さをどうすれば認識してもら
えるか、という課題認識にもとづいたもの。かるたやすごろくを活用し
て楽しみながら知識をつける方法を、試作品による試行とアンケート
評価によって改良を加えながら開発しようとする姿勢は評価できる。
一方で、作品の中にも触れているが、最終的には地域の良さを知識
だけではなく体験することが重要であり、今後の活動としては「行って
みたい」「食べてみたい」といった具体的な体験に誘導していくような
工夫が期待される。
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